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神戸市中央区山本通1-7-7(北野坂）
TEL,078-221-3170

FAXO78-221-9427
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風の中で新

可

戸
邸
坤
辛
二
Ｐ
呼
恩
巳
一
子
命
町
ｑ

Ｌ
８
や
写
浄
騨

．
］
牙

職

等
一
癖
堀

神戸市元町2丁目'IELO78(331)5761

鰯WEL蕊Yダンマ

砂
で
＆
ず
Ｊ
舎
一
ェ
叩
雫
泌
融
勘
峠
一
。
ぬ
一
鋤
塵
醗

害

傷
く

1
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’
め録のと

、

■

ら

罫
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ピアジェフェア２００４

ｉｎｏｒｆｅｕ

新作ジュエリー
｢マジックﾘﾌﾚｸｼﾖﾝ」
の世界

左ゲストの平子理沙さんのトクンョー

右平子理沙さんとピアジュの世界をめぐるお客梯

ｌゴ

ー！

２

鋸

〃“ん“/ﾉｺﾉＧＷｔ『“"
砂

蝋

Ｉ

！
ト
ー

噸
強

山

圏，ｰ鍔，曇。
8

４月3日､神戸･旧居留地のレ

ストランオルフェを会場に､｢ビ

ｱヅｪﾌｪｱ2004｣が催された。

ピアジェの新しい世界を表現し

た新作ジュエリー｢マジックﾘﾌ

ﾚｸｼﾖﾝ｣を始め､希少な商品

が用意され､ピアジェの世界が

演出されていた。

また､特別に雑誌｢VOGUE」

やテレビで活躍中の平子理沙

さんを俵ｽﾄにﾄー ｸｼﾖー を開催。

この日会場では､オルフェシェフ

によるピアジェオリジナルデザー

トが用意されており､お客様は

彼女のライフスタイルなどをゆっ

くり聞きながら､ピァジェの世界

を満喫された。
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総額150万円分の母の日のプレゼントにぴったりのお買い上げ合計1万円以上の
お買い物券を抽選でプレゼントＩ一品を探してみてはいかが？レシートで毎月当たる’

さんちか3番街フェアさんちか花市場さんちかサンキューﾌｪｱ｢全国約100軒の旅館･ﾎﾃﾙから選べる」ｉ
期間:４月29日(木･呪)～５月5日(水･御期間:４月29日(木･祝)～５月11日（火）期間:2004年５月１日(土)～2005年３月31日休）
堀所:さんちかﾎー ﾑ&ﾗｲﾌ場所:さんちかﾎー ﾙ全圃約100軒の旅館･ﾎﾃﾙからお選びいた驚ける宿泊ギﾌﾄ券をﾚゼﾝﾄ1..．ぺｱ5組(10名棚’

さんちか名店会神戸市中央区三宮町1-10.1TEL,078(391)3965営業時間/AM10:00~PM8:00(飲食店はPM9:00ｵーダーｽﾄｯ）
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神

献茶祭

歌と講演のつどい

平
成
十
六
年

◆
献
華
祭

祭
典
５
月
８
日
（
土
）
午
前
加
時
本
殿

嵯
峨
御
流
・
未
生
流
中
山
文
甫
会
・
末
生
流

（
庵
家
亨
未
生
流
の
四
流
の
家
元
等
（
華
務

職
）
に
よ
り
、
神
前
に
い
け
花
が
供
さ
れ
ま
す
。

華
展
「
嵯
峨
御
流
い
け
ば
な
展
」

参
集
殿

５
月
８
日
（
土
）
。
９
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
第
Ⅷ
回
能
楽
鑑
賞
会

５
月
抑
日
（
金
）

午
後
１
時
”
分
神
能
殿

番
組
／
能
楽
「
楠
露
」
な
ど

◆
献
茶
祭

祭
典
５
月
〃
日
（
月
）
午
前
加
時
釦
分

本
殿
武
者
小
路
千
家
官
休
庵
千
宗
守
家
元
の
お

点
前
に
よ
り
、
濃
茶
・
薄
茶
が
神
前
に
供
さ

れ
ま
す
。

茶
席
５
月
”
日
（
月
）
参
集
殿
・
尚
志
館
・

斎
館
・
楠
公
会
館
に
て

拝
服
席
（
官
休
庵
奉
仕
Ｙ
茶
席
（
木
津
宗
詮

氏
奉
仕
Ｙ
茶
席
（
辺
井
伸
夫
氏
奉
仕
Ｙ
点

心
席
の
各
席
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

◆
湊
川
神
社
楠
木
同
族
会

第
３
回
「
歌
と
講
演
の
つ
ど
い
」

５
月
翠
日
（
日
）
神
能
殿

講
演
／
水
戸
徳
川
家

第
十
五
代
当
主
徳
川
斉
正
氏

五
月
。
大
楠
公
を
し
の
ぶ
月
間
奉
祝
の
祭
礼

献華祭

能「楠露」

'''１

－つ

う

ま
参二塞鎧漣=…．
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ヤー

型Ｅｒ
■

境
内
は
、
楠
樹
の
若
葉
香
し
い
五
月
、
当

神
社
で
は
大
楠
公
を
称
え
る
奉
祝
月
間
「
楠

公
ま
つ
り
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

献
華
祭
、
献
茶
祭
、
能
楽
鑑
賞
会
、
楠
木

「
水
戸
徳
川
家
の
こ
と
」

癖
蝿
志
雄
》
騨
雪
雪
跨
窪
準
潅
国
」
ほ
か

（
コ
ー
ラ
ス
）
／
移
情
閣
コ
ー
ラ
ス
「
ふ
る
さ

と
の
四
季
」
「
青
葉
茂
れ
る
桜
井
の
」

◆
楠
公
祭
祭
典
・
奉
納
行
事

５
月
型
日
（
月
）
宵
宮
祭

午
後
５
時
拝
殿
前

「
須
磨
琴
」
・
「
悠
心
太
鼓
」
の
奉
納
演
奏

５
月
頭
日
（
火
）
本
祭
並
建
武
中
興

六
百
七
十
年
祭

午
前
洲
時
拝
殿
前

舞
楽
「
蘭
陵
王
」
・
女
人
舞
楽
「
還
城
楽
・
登

天
楽
」
・
涼
恵
氏
神
歌
「
豊
葦
原
の
瑞
穂
の

国
」
・
吟
詠
奉
納

５
月
率
日
（
水
）
翌
日
祭

午
前
如
時

・
神
賑
行
事
「
楠
公
祭
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

境
内
特
設
舞
台

一
般
カ
ラ
オ
ケ
部
門
．

「
青
葉
茂
れ
る
桜
井
の
」
歌
唱
部
門

聖
日
午
後
６
時
”
分
～
午
後
９
時

窮
日
午
後
６
時
～
午
後
８
時

記
日
午
後
１
時
～
午
後
４
時

午
後
５
時
～
午
後
９
時

（
問
合
せ
先
）

湊
川
神
社
崇
敬
会
楠
公
祭
カ
ラ
オ
ケ
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局

念
０
７
８
１
３
７
１
１
０
０
０
１

三
ｓ
ミ
三
三
乏
・
ヨ
ヨ
鼻
○
回
四
三
ｍ
一
言
三
四
・
○
『
、
一
℃

F＝詞

其
の
到
来

楠
公
祭

湊
川
神
社
宮
司
栃
尾
泰
治
郎

．轡

同
族
会
大
会
、
そ
し
て
楠
公
祭
が
三
日
間
行

な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
本
年
は
、
建
武
改
元
か

ら
数
え
て
、
六
百
七
十
年
の
佳
節
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
去
る
三
月
十
三
日
に
後
醍
醐
天

皇
を
御
祭
神
と
す
る
奈
良
の
吉
野
神
宮
に
お

き
ま
し
て
、
親
王
・
忠
臣
を
祁
る
全
国
の
十

五
神
社
が
組
織
す
る
「
建
武
中
興
十
五
社
会
」

が
中
心
と
な
り
、
建
武
中
興
六
百
七
十
年
奉

奉納女人舞楽「登天楽」

●●■

分 錨
唾

唾I

房事

祝
記
念
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

期
に
、
楠
公
祭
本
祭
に
併
せ
て
建
武
中
興
六

百
七
十
年
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。

一
昨
年
、
十
七
年
振
り
に
行
な
い
ま
し
た

楠
公
武
者
行
列
も
、
三
年
後
の
平
成
十
九
年

に
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
衣

替
え
の
季
節
に
行
な
わ
れ
る
楠
公
祭
、
盛
大

に
賑
々
し
く
大
楠
公
を
称
え
た
く
思
い
ま
す
。

閏

Lエゴ

奉納「須磨琴」

唄ひ手・涼恵氏

移情閣コーラス

挿

匡劃
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１１

申

兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

兵
庫
県
で
は
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
ト
ラ
ウ
マ
（
心
的
外
傷
）
や
、

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
な
ど
の
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
兵
庫

県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
研
究
を
は
じ
め
、
研
修
や
相
談
・
診
療
、
情
報
発
信
・
普
及
啓
発
、

連
携
・
交
流
と
い
っ
た
、
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
に
関
す
る
多
様
な
機
能
を
有
す
る
全
国
初
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
４
月
１
日
に
開
設
し
た
。

E雲i匡騨

こころのケアに関する研究や研修等を行う全国初の拠点施設として開設した｢兵庫

謹識:リ

乱
一
ｈ
ｕ

爵
署

ｆ
１
ｆ
首
Ⅸ
那
肌

鐘鍵鱒

６

Ｉ

ノ

1,蕊謬

県こころのケアセンター

兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

近
年
、
国
内
外
で
は
大
災
害
や
大
事

件
、
大
事
故
が
相
次
い
で
お
り
ト
ラ
ウ

マ
や
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
な
ど
の
「
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
」
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
一
方
で
あ

る
。
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ァ
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
関
す
る
実
践

的
な
研
究
は
も
と
よ
り
、
各
種
の
相
談

等
に
も
応
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
あ

わ
せ
て
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
に
関
す
る

人
材
の
養
成
の
た
め
の
研
修
を
実
施
す

る
。
１
階
で
は
診
療
所
や
相
談
室
、
プ

レ
イ
ル
ー
ム
な
ど
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

き
め
の
細
や
か
な
ケ
ア
を
行
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

２
階
に
は
研
究
室
や
閲
覧
ス
ペ
ー
ス

も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

に
関
す
る
研
究
活
動
や
知
識
や
理
解
を

深
め
る
た
め
の
拠
点
と
な
る
。

３
階
に
は
大
中
小
の
研
修
室
等
が
設

け
ら
れ
て
お
り
各
種
の
研
修
を
は
じ
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
に
活

用
し
て
い
く
。

韓

●

冨
至
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為株式会社イチケン
神戸市中央区浜辺通2丁目１番30号
ａＯフＢ園巳５２－２１１１

鱗闇工務店
Ｉ

||||||||llllllllll こ
こ
ろ
の
ケ
ア
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

開
設
を
記
念
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
健
康
開
発
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
神
戸
セ
ン

タ
ー
）
と
の
共
催
で
、
３
月
犯
日
「
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
催
さ
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
災
害
や

事
件
、
事
故
、
犯
罪
被
害
、
虐
待
な
ど

様
々
な
状
況
で
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
が
求

め
ら
れ
る
中
、
国
内
外
の
研
究
者
が
集

ま
り
、
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
確
立
を
め

ざ
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
報
告
と
国
際
的
な
情
報
・
意
見
交
換

を
通
じ
、
今
後
の
課
題
と
進
む
べ
き
方

｜

’

３月28日､センターの開設記念式典に
出席した井戸敏三兵庫県知事

･て新記戸］･罰-好一農----…--.------塁---.-…-…… 向
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
中
井
匁
夫
氏
（
甲

南
大
学
教
授
．
（
財
）
虹
世
紀
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ヶ
ァ
研
究
機
榔
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
研

究
所
長
）
が
、
「
日
本
の
社
会
と
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
基

調
講
演
を
行
っ
た
他
、
海
外
か
ら
の
研

究
者
を
招
い
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
に
関
す
る
各
種
の
情
報
発
信
、
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

７

ＺＺろのリノ
ハ血ﾘ･iK1iIoI1n蝦

懲卿繍
||…

兵庫県こころのケアセンター
〒６５１－ＯＯ７Ｂ

兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1丁目３番２号

TEL(078)200-3010FAX(O7B)200-3017

k語

〈昇降樫設備工事＞

東芝エレベータ株式会ﾈ土
兵歴支店/神戸市中央区海岸通３番

一

ノ－“

兵熊こころのｹｱｾ型-臓識蝦

３

神戸市兵庫区水木通4丁目１番1号
ａＯフＢ－５７Ｓ－ＰＲＰＲ

ｾﾝﾀｰ開設記念にころのケア国際ｼﾝボジｳﾑ｣で
基調講演を行う中井久夫氏

〈電気設備工事〉 〈機械設備工寧＞ 〈公園整備工事〉

洞;懸撚幾世⑦山本設備機工株式会社為‘蕊前田造園土木
神戸市兵庫区西多聞通1丁目３番２０号神戸市中央区坂口通7丁目2番２１号三木市別所町下石野972-1

壷Ｄ７Ｂ－Ｓ７Ｓ－ＢＢＢ５ 壷ﾛﾌﾞB･巳４１－０１２７(代衷）盆Oﾌg4B2-S201（代衷）

〈建築工事＞ｊも呼新井．イチケン．岡特別共同企業体

誰株式会社新井組
西宮市池田町１２番20号
壷、フｇＢ－２Ｓ－Ｂ１１１
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中 西利雄展
2００４

５月30日日まで
前期：５月９日まで後期：５月１１日から

近代的な感覚の作風により、昭和期の水彩画に一線を画した水彩画家・中

西利雄（1900-1948）の画業を回顧し紹介いたします。

中西は東京に生まれ､1922年東京美術学校に入学しました。同年、大正、昭

和期の水彩画に新風を吹き込んだ「菅原会」の前身である「東京三脚会」を

結成し、以後も同会のリーダー的存在として活動し続けました。また､1928年

がら1931年にかけてパリを拠点にヨーロッパを旅して多くの画家達の作品を

吸収し、サロン・ドートンヌに2度の入選を果たしています。そして帰国後は

《優駿出場》が帝展の特選を得､1936年には美術学校の同級生であった小磯良平、

猪熊弦一郎らと共に、純粋な芸術活動を目指す「新制作派協会」を結成する

などの活躍が見られます。

不透明水彩絵具を用いた大作を描きや革新的な制作を試みた中西の作品は、

没後55年経った今でもその輝きを失っていません。本展は、彼の水彩画、テ

シサン挿絵原画等約150点を展示替により紹介するものです。

☆解説会毎週日曜日・午後2時より(約30分間）
当館学芸員によるスライド解説

『爵
司

耳も
全

耳も
全

｢婦人帽子店」１９３５年東京園方近代美術館

同時開催：収蔵作品展］
☆美術館大作戦１《中西さんの水絵のひみつ》 休館日月曜日(ただし５月3日の祝日は開館)､５月6日（木）

定員20名／対象；小学1年～中学3年生 開館時間午前10時から午後5時(入館は午後4時30分まで）
午後1時30分～4時（予定）

入館料大人700円(550円)､高大生500円(350円）
５月5日(水･祝)、８日(土)、１５日(土)、２２日(土）

小中生300円(150円)※（）内は30名様以上の団体○往復はがきによる申し込みが必要です。
詳しくはお問い合わせ下さい。シルバー350円(すこやかカードをご提示ください）

５月18日(火)は国際博物館の日のため､無料です。

交通ＪＲ住吉駅､阪神魚崎駅のりかえ

六甲ライナー｢アイランド北口駅｣下車
☆アトリエ解説午前11時と午後2時より(約20分）

主催神戸市立小磯記念美術館､田辺市立美術館
＊他の催しと重なっている場合は時間が変更されます６

神戸市立小磯記念美術館

後援NHK神戸放送局

神戸下犀肩灘区向洋町中5丁目７ＴＥＬ078-857-5880
http://www・citykobejp/cityoffice/57/koisomuseum／
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⑭神戸回教寺院昭和60年撮影(1985）

SECDAZDCOWZIR

これは神戸を愛する人々の手帖です

あなたのくらしに楽しい夢をおくる

神戸を訪れる人に楽しい道しるべ

これは神戸っ子の心の手帖です。

撮影／米田定蔵
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民
間
か
ら
選
ば
れ
、
そ
の
感
性
で
わ
か
り
や
す

く
、
県
の
魅
力
や
県
政
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
兵
庫
県
広

報
専
門
員
の
お
２
人
。

相
崎
さ
ん
（
写
真
左
）
は
、
昨
年
か
ら
広
報
専

門
員
を
つ
と
め
て
い
る
。
以
前
は
ヶ
Ｉ
ブ
ル
テ
レ

ビ
局
勤
務
と
い
う
こ
と
で
、
さ
わ
や
か
な
声
と
笑

顔
が
印
象
的
。
１
年
間
広
報
専
門
員
を
つ
と
め
、

テ
レ
ビ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
の
取
材
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会
等
の
仕
事
の
中
で
た
く
さ
ん

の
人
々
に
出
会
い
、
兵
庫
県
の
良
さ
を
、
改
め
て

感
じ
た
と
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行
な
わ
れ
て

い
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
注
目
、

「
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
を
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
た
い
」
と
意
欲
を
語
る
。

今
年
４
月
か
ら
広
報
専
門
員
に
就
い
た
横
山
さ

１

１

Ｋ
Ｒ
Ⅱ

ノダ，！｛

Ｃ

相崎佐和子･横山佳代子
く兵庫県応報専門員＞

－し､ち県民の目線で－

1０

＄b
◆

Ｕ４ｌＷ７１
Ｅさ L1

岸

ん
（
同
右
）
は
、
そ
れ
ま
で
は
東
京
の
大
手
損
保

会
社
で
広
報
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
て
お
り
、
〃
伝

え
る
″
と
い
う
職
業
に
魅
力
を
感
じ
て
広
報
専
門

員
に
応
募
し
た
と
い
う
。
１
７
６
人
の
応
募
者
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
。
神
奈
川
県
出
身
の
横
山
さ
ん

は
「
ま
ず
私
が
兵
庫
県
を
知
る
こ
と
、
い
ろ
い
ろ

な
場
所
に
行
く
こ
と
が
仕
事
始
め
で
す
」
と
笑
う
。

「
県
外
か
ら
の
目
、
そ
し
て
一
県
民
の
目
を
大
切

に
し
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
を
送
っ
た
り
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
。

彼
女
た
ち
の
新
鮮
な
目
線
、
と
ら
わ
れ
な
い
目

線
、
若
々
し
い
目
線
に
期
待
し
た
い
。
〈
鳥
羽
〉

広
報
専
門
員
Ｈ
Ｐ

三
召
皿
垂
乏
の
ロ
．
ロ
『
の
↓
・
ゴ
く
○
ぬ
○
・
一
つ
き
『
の
画
五
一
ヨ
里
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一
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』
一

目
■
ｒ
Ｈ
■
■
、
一
．
刺
頻
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淑
２
㎡

田 村泰範
〈シェフパティシエ＞

－幸せになれる
ケーキを－

Ｉ

ｌ照
睡‘電

■

'（
鯉 ＝＆四Ｐ夢

小
学
生
の
頃
、
初
め
て
作
っ
た
プ
リ
ン
が
家
族

や
友
達
か
ら
大
好
評
。
そ
れ
以
来
お
菓
子
作
り
に

没
頭
し
、
ク
ッ
キ
ー
に
マ
ド
レ
ー
ヌ
、
シ
ュ
ｉ
ク

リ
ー
ム
と
い
ろ
ん
な
お
菓
子
に
挑
戦
し
た
。
大
好

き
な
お
菓
子
が
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
こ
と
以
上

に
、
み
ん
な
の
喜
ぶ
笑
顔
が
嬉
し
く
て
、
中
学
で

洋
菓
子
の
道
へ
と
進
路
を
決
め
た
。

記
西
日
本
洋
菓
子
コ
ン
テ
ス
ト
Ａ
ク
ラ
ス
・
優

勝
、
叩
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ー
キ
シ
ョ
ー
味
と
技
の
ピ
エ

ス
モ
ン
テ
の
部
・
銀
賞
な
ど
数
々
の
ケ
ー
キ
コ
ン

テ
ス
ト
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い
る
。
人
形
や

動
物
を
作
る
か
わ
い
い
マ
ジ
パ
ン
細
工
や
、
繊
細

な
バ
ラ
の
花
な
ど
芸
術
的
作
品
を
作
る
あ
め
細
工

の
素
晴
ら
し
い
技
術
を
持
ち
、
た
い
へ
ん
高
い
評

価
を
得
て
、
卓
越
し
た
職
人
に
贈
ら
れ
る
、
年
度

幸
二

＝

凸

”

屯弓

■

｡

の
神
戸
市
技
能
奨
励
賞
に
も
輝
い
た
。

現
在
は
、
洋
菓
子
店
「
レ
ー
ブ
・
ド
ゥ
・
シ
ェ

フ
」
北
六
甲
店
で
、
毎
日
大
好
き
な
洋
菓
子
作
り

に
励
ん
で
い
る
。
イ
チ
ゴ
・
栗
・
黒
豆
な
ど
多
彩

な
地
元
食
材
を
使
い
、
で
き
た
て
の
味
に
こ
だ
わ
っ

た
ケ
ー
キ
は
し
っ
と
り
な
め
ら
か
な
口
あ
た
り
で
、

思
わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
お
い
し
さ
だ
。

後
輩
の
指
導
に
心
を
配
り
な
が
ら
も
、
い
つ
も

新
商
品
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
考
え
、
食
べ
歩
き
に
も

熱
心
で
、
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

や
、
町
並
み
か
ら
も
ケ
ー
キ
の
デ
ザ
イ
ン
の
ヒ
ン

ト
を
探
す
研
究
家
。
こ
れ
か
ら
の
洋
菓
子
業
界
の

担
い
手
と
な
る
若
き
パ
テ
ィ
シ
ェ
が
生
み
だ
す
幸

せ
な
お
い
し
さ
に
、
我
々
ス
ウ
ィ
ー
ト
フ
ァ
ン
は

今
後
も
目
が
離
せ
な
い
の
で
あ
る
。
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辻が花･佐々木宗一浜田千鈴個展喜多洋子｢バラ展」
↓柿渋染めをほどこしたiiが花を手がける佐々 木宗一の作品展｢辻が花～↓ﾀｳﾝギｬﾗﾘー NOVANOで２月5日～３月2日､浜田千鈴展が開催さ↓４月１日から1週間､ギヤラリーサンサカエで､喜多洋子のバラ：
英睦彩った華麗な絞り染め｣が､４月3日~8日ギｬﾗﾘー 島田ドｳで開催。れた｡深い色のプﾗｯｸに､印象的に走るﾎﾜｲﾄの植物｡白と黒の宇宙。いた作品展が開催｡油彩の大作の数々 は匂いたつような美Ｌ

E財

R週

窄醗

↓４月１日から1週間､ギヤラリーサンサカエで､喜多洋子のバラを描
いた作品展が開催｡油彩の大作の数々は､匂いたつような美しさ。
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生田神社春祭り
↑←生田神社｢生田祭例祭｣が４月17日に開催｡４月8日には､桜の
もと｢生田森観桜祭｣が開かれた｡本殿では藤間勅佳子さんの奉
納舞踊､宴ではｼｬﾝｿﾝ歌手･井村朋子さんが歌を披露。
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山崎つる子個展
↓具体美術協会ﾒﾝｰとしても活霞した前衛芸術家･山崎つる子の展
覧会城３月30日~４月8日￥ｬﾗﾘー 島田で｡べﾃﾗﾝの成熟した作品群。

玉木美帆ﾘｻｲﾀﾙ神戸武陽会
↓サロン･ド･あいりで４月10日､玉木美帆さんのﾗｲブ｡ｼｬﾝｿﾝ､なつ↓神戸鋸会４月例会が､４月2日iﾉｽﾄﾗﾝ服覆剰で｡ｹｽﾄに女優･真野智子さんを趣、
かしいメロデもfなどを披露した。 擁中の東山魁認のお話､名麺長をつとめる神戸市t森雑物園のお話などを。
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1４

●ある集い⑬兵庫倶楽部写友会

写
真
を
楽
し
む

昭
和
弱
年
（
１
９
８
０
年
）
に
当
時
の
県

知
事
、
坂
井
さ
ん
の
提
唱
で
兵
庫
県
、
神
戸

市
、
神
戸
商
工
会
議
所
、
神
戸
新
聞
社
が
中

心
と
な
っ
て
「
兵
庫
倶
楽
部
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
倶
楽
部
の
同
好
会
の
一
つ
と
し
て
「

兵
庫
倶
楽
部
写
友
会
」
が
発
足
し
、
今
年
で

釦
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
初

は
写
真
家
・
ハ
ナ
ャ
勘
兵
衛
氏
の
指
導
を
受

け
て
い
ま
し
た
が
、
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て

か
ら
は
特
別
に
プ
ロ
の
指
導
を
受
け
る
こ
と

も
な
く
、
お
互
い
に
切
瑳
琢
磨
し
な
が
ら
今

日
ま
で
来
て
い
ま
す
。

先
生
は
、
い
つ
も
写
真
は
記
録
で
あ
る
と

言
わ
れ
、
我
々
に
も
自
分
の
感
じ
た
も
の
を

好
き
な
よ
う
に
記
録
す
る
こ
と
を
薦
め
ら
れ
、

決
し
て
ご
自
分
の
手
法
を
押
し
付
け
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

写
真
展
を
見
に
こ
ら
れ
た
方
々
に
、
こ
の

会
は
何
と
な
く
伸
び
伸
び
し
て
自
由
に
写
真

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
ね
、
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
中
に
は
誰
か
プ
ロ
の
指
導
を
受

け
れ
ば
一
段
と
上
達
し
ま
す
よ
と
言
っ
て
く

だ
さ
る
方
も
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の

気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
定
の
作
風
に
染
ま
っ

て
し
ま
う
よ
り
も
、
ア
マ
チ
ュ
ア
と
し
て
自

由
に
好
き
勝
手
な
写
真
を
撮
り
続
け
た
い
と

思
う
か
ら
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
は
や
加
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
神
戸
も
表
向
き
は

随
分
椅
麗
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
当
の
意
味

で
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
私

た
ち
の
写
真
が
少
し
で
も
見
る
人
の
心
を
和

ま
せ
、
文
化
的
な
復
興
に
役
立
つ
こ
と
が
出

来
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〈
兵
庫
倶
楽
部
写
友
会
会
長
米
田
准
三
〉
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』因

創
立
即
周
年
を
記
念
す
る

奉
仕
事
業
を
終
え
て

私
達
が
所
属
す
る
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
は
、

世
界
１
３
０
カ
国
に
及
び
、
管
理
職
・
専
門

職
に
従
事
す
る
世
界
最
大
の
女
性
の
奉
仕
団

体
で
す
。
そ
の
中
で
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

神
戸
東
は
、
芦
屋
に
拠
点
を
お
き
、
兵
庫
県

を
中
心
に
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
活
動
の
テ
ー

マ
に
則
し
た
奉
仕
活
動
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
奉
仕
活
動
を
加
年
間
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

今
年
は
私
共
会
員
に
と
っ
て
釦
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
「
記
念
す
べ
き
継
続

事
業
を
」
と
考
え
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
無
医
村

で
看
護
婦
と
し
て
印
年
あ
ま
り
活
動
さ
れ
て

い
る
「
シ
ス
タ
ー
小
田
へ
の
医
療
品
等
の
支

援
窓
口
」
を
設
立
す
る
事
を
決
定
。
同
時
に

エ
チ
オ
ピ
ア
の
現
地
で
の
状
況
や
、
彼
女
の

活
動
を
よ
り
理
解
し
て
頂
く
た
め
に
、
か
つ

て
現
地
で
彼
女
を
取
材
し
た
女
優
・
竹
下
景

子
様
、
シ
ス
タ
ー
小
田
の
実
弟
・
小
田
武
彦

神
父
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
＋
数
年
間
エ
チ
オ
ピ
ア
で
活

動
さ
れ
て
い
た
獣
医
師
・
野
田
浩
正
氏
の
３

人
を
迎
え
、
鼎
談
を
開
催
し
１
３
０
０
名
の

参
加
者
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
如
周
年
を

記
念
し
私
共
ク
ラ
ブ
よ
り
救
急
対
応
の
自
動

車
を
寄
贈
す
る
事
も
決
定
し
、
只
今
ド
イ
ッ

ヘ
発
注
中
で
す
。

鼎
談
と
同
時
に
国
内
問
題
に
も
目
を
向
け
、

現
在
日
本
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
問
題
点
に

つ
い
て
、
教
育
・
政
治
・
経
済
な
ど
幅
広
い

分
野
で
ご
活
躍
の
大
宅
映
子
先
生
に
ご
講
演

を
お
願
い
し
、
参
加
者
よ
り
大
変
有
意
義
な

お
話
を
聞
く
事
が
出
来
た
と
大
き
な
反
響
を

頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
国
内
へ
の
支
援
先
と
し
て
長
き
に

渡
り
「
点
訳
絵
本
」
の
製
作
を
続
け
て
お
ら

れ
る
岩
田
美
津
子
氏
の
「
ふ
れ
あ
い
文
庫
」
へ
、

絵
本
４
０
０
冊
を
贈
呈
し
、
３
回
の
点
訳
絵
本

の
展
示
会
を
開
催
す
る
事
が
決
定
し
て
お
り

ま
す
。
読
者
の
皆
様
に
も
、
ぜ
ひ
私
共
の
活

動
に
ご
理
解
．
ご
協
力
を
頂
け
る
事
を
望
ん

で
お
り
ま
す
。

〈
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
神
戸
東

会
長
・
井
植
豊
子
〉

素』戯.１２譜ヨ罰。
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